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(54)【発明の名称】 パッシブ型エレクトロルミネッセンス表示装置

(57)【要約】
【課題】  ＥＬ素子の陽極の配線抵抗を低減することに
より、むらのない表示を得ることができるパッシブ型Ｅ
Ｌ表示装置を提供する。
【解決手段】  ガラス基板からなる絶縁性基板１０上
に、線状の陽極２０が複数本が互いに並行して延在して
おり、また、線状の陰極４０が複数本互いに並行に延在
しており、それらの陽極２０と陰極３０とが互いに直交
しており、その交差部にＥＬ素子が形成されて、マトリ
クス状に配置している。この線状の陽極２０の上方に、
Ｃｒ等の高融点金属４０を積層することにより、陽極２
０に供給される信号がなまることなく有機ＥＬ素子に供
給されるので、むらのない表示を得ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  絶縁性基板上に、複数の線状の透明導電
膜から成る陽極と、複数の線状の不透明導電膜から成る
陰極とが交差して配置されており、前記両電極の交差部
で該両電極間に発光材料を挟持して成るパッシブ型エレ
クトロルミネッセンス表示装置において、
前記線状の陽極の一端部に該陽極に信号を入力する端子
領域を備えており、該端子領域及び前記線状の陽極の一
部に重畳し延在して高融点金属が備えられていることを
特徴とするパッシブ型エレクトロルミネッセンス表示装
置。
【請求項２】  前記線状の陽極上又は下に延在した前記
高融点金属の前記陽極の短軸方向幅の半分以下であるこ
とを特徴とする請求項１に記載のパッシブ型エレクトロ
ルミネッセンス表示装置。
【請求項３】  前記高融点金属は、クロム（Ｃｒ）、モ
リブ（Ｍｏ）、タングステン（Ｗ）、チタン（Ｔｉ）の
うちいずれかを含んだ材料から成っていることを特徴と
する請求項１または２に記載のパッシブ型エレクトロル
ミネッセンス表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、パッシブ型ＥＬ
（Electro  Luminescence）素子を備えた表示装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】図３に従来のパッシブ型ＥＬ表示装置の
平面図を示し、図４（ａ）に図３中のＣ－Ｃ線に沿った
ＥＬ表示装置の断面図を示し、図４（ｂ）に図３中のＤ
－Ｄ線に沿った断面図を示し、図５に有機ＥＬ素子の一
部断面図を示す。
【０００３】図３に示すように、絶縁性基板１０上に、
図中の上下方向に延在した透明導電材料であるＩＴＯ
（Indium Tin Oxide）から成る線状の陽極２０と、この
陽極２０に直交して図中左右方向に延在した線状の陰極
３０と、この陽極２０及び陰極３０との間に有機材料か
ら成る発光層２２を備えている。
【０００４】図３に示すように、有機ＥＬ素子は、絶縁
性基板１０上に、図中の上下方向の複数の陽極２０と、
図中の左右方向の複数の陰極３０とが交差した箇所に形
成されている。
【０００５】ここで、有機ＥＬ素子について説明する。
【０００６】図５に示すように、有機ＥＬ素子は、絶縁
性基板１０上に、ＭＴＤＡＴＡ（4,4‘,4“-tris(3-met
hylphenylphenylamino)triphenylamine）から成る第１
ホール輸送層とＴＰＤ（N,N’-diphenyl-N,N‘-di(3-me
thylphenyl)-1,1’-biphenyl-4,4‘-diamine）から成る
第２ホール輸送層とから成るホール輸送層２１と、キナ
クリドン（Quinacridone）誘導体を含むＢｅｂｑ2（10-
ベンゾ〔ｈ〕キノリノール－ベリリウム錯体）から成る
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発光層２２と、Ｂｅｂｑ2から成る電子輸送層２３、マ
グネシウム・インジウム合金から成る陰極３０とがこの
順番で積層形成された構造である。陽極２０は透明導電
成膜であり、陰極３０は不透明導電成膜から成ってお
り、発光層にて発光した光は陽極２０側から外部に出射
していく。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】ところが、図４に示す
ように、絶縁性基板１０上に設けられた陽極２０は、そ
の一端部に設けられた端子部、及び線状に延在した陽極
自体はＩＴＯ単体から成っている。
【０００８】そのため、その陽極２０の一端部に設けら
れた端子から入力された信号は、他端までの間にその陽
極２０の抵抗により、なまってしまい所定の電圧が他端
まで到達しないため、一端と他端とでは有機ＥＬ素子に
印加される電圧は異なってしまう。
【０００９】そうすると、有機ＥＬ表示装置としてみた
場合に、表示面の他端部近傍が暗くなってしまう表示に
ムラが生じてしまうという欠点があった。
【００１０】そこで本発明は、上記の従来の欠点に鑑み
て為されたものであり、線状の陽極の抵抗を十分に小さ
くして表示むらのない良好な表示を得ることができる有
機ＥＬ表示装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】本発明のパッシブ型ＥＬ
表示装置は、絶縁性基板上に、複数の線状の透明導電膜
から成る陽極と、複数の線状の不透明導電膜から成る陰
極とが交差して配置されており、前記両電極の交差部で
該両電極間に発光材料を挟持して成るパッシブ型エレク
トロルミネッセンス表示装置において、前記線状の陽極
の一端部に該陽極に信号を入力する端子領域を備えてお
り、該端子領域及び前記線状の陽極の一部に延在して高
融点金属が備えられているものである。
【００１２】また、上述のパッシブ型ＥＬ表示装置は、
前記線状の陽極上に延在した前記高融点金属の前記陽極
の短軸方向幅の半分以下であるパッシブ型ＥＬ表示装置
である。
【００１３】更に、上述のパッシブ型ＥＬ表示装置は、
前記高融点金属が、クロム（Ｃｒ）、モリブ（Ｍｏ）、
タングステン（Ｗ）、チタン（Ｔｉ）のうちいずれかを
含んだ材料から成っているパッシブ型ＥＬ表示装置であ
る。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下に本発明のパッシブ型ＥＬ表
示装置について説明する。
【００１５】図１（ａ）に本発明のパッシブ型ＥＬ表示
装置の平面図を示し、図１（ｂ）に１つの陽極を拡大し
た拡大図を示し、図２（ａ）に図１（ｂ）中のＡ－Ａ線
に沿った断面図を示し、図２（ｂ）に図１（ｂ）中のＢ
－Ｂ線に沿った断面図を示す。
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【００１６】図１（ａ）に示すように、線状の陽極２０
が図中の上下方向に複数本互いに並行に延在しており、
線状の陰極３０が各陽極２０と直交して図中の左右方向
に互いに並行に延在している。
【００１７】その陽極２０と陰極３０との交差部には、
上述の図５で説明したような有機ＥＬ素子が形成されて
おり、絶縁性基板の１０上にマトリクス状に配置されて
いる。
【００１８】陽極２０は、有機発光層にて発光した光を
外部に出射するために、透明導電性のＩＴＯ膜から成っ
ている。
【００１９】その陽極２０の一端の信号入力端子部と、
線状の陽極２０上に、高融点金属が配置されている。
【００２０】図１（ｂ）に従って説明する。
【００２１】同図に示すように、陽極２０の一端部に設
けた端子部４０、及び陽極２０の上には陽極２０の長軸
方向に延在して、高融点金属４０が積層されている。
【００２２】陽極２０の長軸方向には、陽極の短軸方向
の幅が陽極２０の幅よりも小さい幅で形成されている。
【００２３】陽極２０断面は図２に示すように、絶縁性
基板１０上に形成された陽極２０上に陽極２０の端子部
においては陽極２０の幅とほぼ同じ幅に設け、線状の陽
極２０部においては、概ね陽極２０の幅の半分以下であ
る。
【００２４】この高融点金属４０は不透明金属であるた
め、陽極２０上に設ける際、陽極２０と同じ幅で形成す
ると、発光層２２からの光が外側に出射することができ
なくなることから、光が外部に出る面積、即ち開口率を
考慮してなるべく高融点金属４０の幅は小さいことが好*
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*ましいが、本発明の本来の目的とする陽極２０の配線抵
抗の低減が実現できなくなるため、好ましくは陽極２０
の幅の半分以下、更に好ましくは１／３以下、更に好ま
しくは１／５以上である。
【００２５】以上のように、透明導電成膜であるＩＴＯ
から成る陽極２０の端子部及び線状の陽極配線上に、高
融点金属を設けることにより配線抵抗を低減することが
できる。それによって、有機ＥＬ素子に所定の電圧が供
給されることに成るので、表示むらのない表示装置を得
ることができる。
【００２６】
【発明の効果】本発明によれば、ＥＬ素子の陽極の配線
抵抗を低減することにより、むらのない表示を得ること
ができるパッシブ型ＥＬ表示装置が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のＥＬ表示装置の平面図である。
【図２】本発明のＥＬ表示装置の断面図である。
【図３】従来のＥＬ表示装置の平面図である。
【図４】従来のＥＬ表示装置の断面図である。
【図５】ＥＬ素子の断面図である。
【符号の説明】
１０              絶縁性基板
２０              陽極
２１              ホール輸送層
２２              発光層
２３              電子輸送層
３０              陰極
４０              高融点金属

【図２】 【図３】
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解决的问题：提供一种无源EL显示装置，其能够通过减小EL元件的阳极
的布线电阻来获得均匀的显示。 多个线性阳极20在由玻璃基板制成的绝
缘基板10上彼此平行地延伸，并且多个线性阴极40彼此平行地延伸。 阳
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